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研究成果の概要（和文）：本研究は、従来、欧米の視点から理解されてきた、国境を越えた学生移動（「インタ
ーナショナル・スチューデント・モビリティ」あるいはISM）をアジアの視点から再考するため、統計や政策分
析に加えて学生や家族のエージェンシーに注目し、域内ISMの特性とその可能性を明らかにした。具体的には、
少数民族である中国朝鮮族の東アジア域内への留学に注目し、彼らが「エスニック資本」を戦略的に生かし、留
学を契機として、社会的・身体的に高い移動性を獲得する様子を明らかにした。そして、欧州で政治主導により
公的に推進されるトップダウン型のISMの例と比較して、よりインフォーマルな地域統合の可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：The research captures the salient and emerging features of intra-Asian 
international student mobility (ISM) through a case study of minority ethnic Korean-Chinese 
(chaoxian-zu) students from the northern provinces of China. With degrees from universities in Korea
 and Japan, competency in three Asian languages, tri-cultural understanding, and demonstrated 
adaptability, chaoxian-zu students transcend national and cultural spaces in increasingly 
transnational business and quotidian life environments across East Asia.
ISM within East Asia, promoted by the internationalization policies of states and institutions, is 
primarily driven by aspirations of individual students and families. Such actor-driven character of 
ISM in Asia exhibits a marked contrast with European ISM, which tends to be more formal and promoted
 by top-down initiatives. 

研究分野： 文化人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の研究においてアジアは学生送り出し地域と理解されてきたが、近年、留学生受入地域としても世界で存在
感を高めている。本研究は、アジアへの留学が欧米の代替地として二次的に選択されるのではなく、域内出身の
学生の社会的・身体的な移動性向上に極めて重要な役割を果たすことを明らかにした。少数民族である中国朝鮮
族は、高いアジア言語能力や異文化適応力を最大限に生かし、戦略的なアジア留学を経て、ホスト社会における
主流化と社会的地位の向上を果たし、中にはアジアを起点に欧米への移動を達成し、ホスト社会において同胞の
地位向上に貢献するなど、草の根地域統合にも大きな役割をになっていることを明らかにした。　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 

世界の留学生数は 1970 年代から 5 倍以上に増え、500 万人を超えたと推定されるが、その半数

以上がアジア出身である。すなわち、アジアは国境を越えた学生移動（「インターナショナル・

スチューデント・モビリティ」あるいは ISM）の核（コア）地域である。しかし、これまで学生

の国際移動は、主に欧米ホスト国の視点から「東→西」「アジアの学生→欧米の大学」というス

テレオタイプで研究されてきた。アジアは今世紀の急速な大学国際化と積極的な留学生誘致策

により、もはや単なる学生送り出し地域ではなく、近年は留学生の受入地域としても存在感を増

大させている。従って、本研究はグローバルな ISM をアジアの視点から修正し、理解すること

を問題意識と設定した。 

 

２．研究の目的 
 

本研究は、従来、欧米の視点から理解されてきた ISM をアジアの視点から再考することを目的

とする。そして、地域内の国家間・大学間で激化する「競争」と人材流動の推進による「協調」

を牽引力として拡大する東アジア型の ISM を欧米の ISM モデルと比較し、新たなアジア型 ISM

の可能性を提示する。具体的には、近隣国の大学に留学経験をもつ中国朝鮮族というエスニッ

ク・マイノリティに注目し、彼らの韓国や日本の大学への留学とその後のキャリアの事例を通し

て、ISM が身体的・社会的モビリティに果たす機能を明らかにする。さらに、このような新しい

アジア人材(cf. Collins, Ho, Ishikawa, & Ma 2016)の活躍と社会的上昇を通して、学生移動のも

たらすボトムアップの地域内協調の可能性を提示する。 

 

３．研究の方法 
 

研究代表者は実証的な人類学の方法を用いつつ、メンバーや研究協力者の専門的知見、地域や言

語についての知識を生かし、研究を実施した。例えば、教育学の政策分析、人類学のミクロな事

例研究、地域研究の比較分析といった関連分野の方法・特徴を取り入れた学際的な研究を行った。 

代表者・石川は、これまでの研究成果も踏まえ、各国の競争政策と学生流動への影響について取

りまとめと分析を行い、域内の大学に留学した新しいアジア人材である朝鮮族の事例調査をソ

ウル・釜山・大連および日本の各地にて実施した。研究分担者・李は中国の政策と留学生動向調

査を担当し、日本と大連・上海における聞き取り調査を実施した。対象者は、朝鮮族の学生と留

学経験者、学齢期の子どもの親、日系企業の雇用者等である。なお、日本における朝鮮族研究者

のネットワークからも多くの示唆と助言を得た。 

 

４．研究成果 

 

本研究では、統計や国家の留学生誘致や国際化についての政策分析に加えて、学生個人や家族の

エージェンシーに注目することで、アジア域内 ISM の特性とその可能性を明らかにすることが

できた。少数民族である中国朝鮮族の東アジア域内への留学を通して、彼らが「エスニック資本」



を戦略的に生かし、留学を契機として、社会的・身体的に高い移動性を獲得する様子を明らかに

した。また、彼らの一部はホスト社会においてしばしば周縁化されがちな朝鮮族全体の代弁者と

して、エスニック・グループのメインストリーム化をも先導していることを示すことができた。

このようなアジア人材が、いかにインフォーマルな地域統合に貢献するかについては、可能性は

提示できたが、今後さらなる研究が必要と考えられる。そして、欧州で政治主導により公的に推

進されるトップダウン型の ISM の例と比較して、このようなボトムアップ型のアジアの ISM

は、インフォーマルなネットワークを基盤とするアジア型のリージョナリズム(Katzenstein, 

2003, 2015)と軌を一にすることを指摘した。 
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